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I　 研究の目的

平成20年学習指導要領解説生活編（以下生活

編）に「小1プロブレムなどの問題が生じる中、小

学校低学年では、幼児教育の成果を踏まえ、体験

を重視しつつ、小学校生活に適応すること、基本

的な生活習慣等を育成すること、教科等の学習に

円滑な接続を図ること、などが課題として指摘さ

れている。」1）とある。また、「幼児教育から小

学校への円滑な接続を図る観点から、入学当初を

けじめとして、生活科が中心的な役割を担いつつ、

…（中略）…低学年の児童が幼児と一緒に学習活動

を行うことなどに配慮するとともに、教師の相互

交流を通じて、指導内容や指導方法について理解

を深めるこ とも重要である。」2 ）と述べられてい

る。つまり低学年期に、生活習慣や学習の面にお

いて、小1 プロブレムの解決や、円滑な接続のた

めに、幼児教育との接続が求められていることが

分かる。

小1プロブレムとは、小学校入学期にみられる

不適応状況のことであり、その態様3）として、「授

業中に勝手に教室の中を立ち歩いたり、教室の外

に出ていったりする」「担任の指示通りに行動し

ない」「教育的配慮や支援を要する児童に教員が

個別対応している間に、他の児童が勝手なことを

している」「児童同士のけんかやトラブルが日常

的に起きている」「私語が止まず、ざわざわして

いる」などが挙げられる。では、なぜ小1プロブ

レムが表れてしまうのだろうか。和田信行（2008）

は「一つには、小学校に入学する前の段階に課題

があると思われます。…（中略)…就学前の教育や

保育には課題はないでしょうか。二つ目には、小

学校1 年生の指導計画や指導方 法に問題があると

思います。｣4)と述べている。つまり、小1プロ

ブレムの要因は、小学校側の問題だけではなく、

幼児教育側にも課題があると考えられる。後藤正

人(2014)は｢幼稚園年長児と小学校低学年児童は、

心身の発達状況に極めて類似性が認められる。心

身の発達に即して教育を進める上から言えば、こ

の連携が必須であり、子どもの発達が学校間の区

切りで阻害されるようなことがあってはならない。

しかし、現行の幼稚園等においては、幼児一人ひ

とりの自由な選択活動に沿って総合的な指導を行

うのに対して、小学校においては、教科・領域に

分け、…｢中略卜･一斉に指導するという異なりを

見せ、この間に大きな段差かおる。｣5)と述べ、

幼児期と低学年期は、発達特性が類似した時期で

ありながら、幼児教育と小学校教育のカリキュラ

ムが根本的に違うことを指摘している。これらの

ことから、小1プロブレムは、幼児教育と小学校

教育に大きな段差が生まれることで生じる問題で

あり、これは小学校教育のみの問題ではなく、幼

児教育にも関わる問題であると言える。

では、このように大きな段差が生まれている幼

児教育と小学校教育で、どのように接続を図れば

よいのだろうか。横浜市(2012)は、｢円滑な接続

を図るためには、まず幼稚園・保育園・小学校の

違いを知ることが大切です。｣6)と述べ、幼児期

の教育から小学校の教育に移行する一番開きの大

きい時期として、年長の10月頃から小学校1年生

の7月頃までを接続期としてとらえ7)、幼児期と小

学校期における教育の目的・目標は一貫性・連

続性をもって構成されている8)とした。そして。｢

広く、長い視野で子どもの育ちを見通したその

中に『接続期』があるという認識に立ちながら接

49



続期のカリキュラムを考えることが重要です。」

9）と述べている。つまり、幼児教育と小学校教育

違いを理解したうえで、それぞれを別のものと捉

えるではなく、幼児教育と小学校教育の一貫性・

連続性を意識した、接続期のカリキュラムを構成

することで、幼児教育との接続を図ることが可能

になるといえる。

横浜市(2012)は「接続期において、幼稚園・保

育園で取り組むカリキュラムを『アプローチカリ

キュラム』、小学校入学から夏休み頃までに取り

組むカリキュラムを『スタートカリキュラム』と

呼んでいます。」10）と述べている。また、一前春

子・秋田喜代美(2012)は「幼児期を対象とした移

行期支援カリキュラムであるアプローチカリキュ

ラムや小学校期を対象とした移行期支援カリキュ

ラムであるスタートカリキュラムは、子どもの特

性や育ちを考慮しながら作成されるものである。」

川と述べている。

秩父市(2013）12）のスタートカリキュラムの実践

では、朝には読み聞かせやゲームを行って心ほぐ

しをしたり、6年生が読み聞かせを行ったり、異

学年との交流も行っている。また、生活科の学校

探検を中心とした接続期カリキュラムを構成して

いる。　しかし、内容を見てみると、単元は学校探

検でありながら、「くつばこ、ロッカー、トイレ、

水道の使い方」や「整列」などを行っている。子

どもたらが親しんでいる活動を取り入れながらも、

学校探検で「学校に適応するための指導」を行っ

ているため、適応指導的な側面が強くなっている

と言える。このような接続期カリキュラムでは、

本当に幼児教育を理解し、接続したカリキュラム

と言えるのだろうか。白梅学園大学の無藤隆教授

け、平成26年6月に開催された日本生活科・総合

的学習教育学会第23回全国大会（埼玉大会）の基

調講演で、生活科の課題の一つとして、「幼児教

育の成果を受け、生活科は、それを小学校で学ぶ

力へと転換する中核的教科である。　しかし、ほと

んどのスタートカリキュラムが適応指導に留まっ

ており、その質に課題かおる」と述べており、ス

タートカリキュラムの現状として、適応指導に終

始していることを指摘している。

そこで、本研究では、①幼児教育と小学校教育

の円滑な接続を図るための｢接続期カリキュラム｣

を幼児教育、小学校教育のそれぞれの側から、実

践事例をもとに分析を行う。②現状として、スタ

ートカリキュラムが適応指導に終始していること

から、スタートカリキュラムの中核となる生活科

では、どのようにスタートカリキュラムを取り扱

っているのか、教科書調査より明らかにし、望ま

しい接続期カリキュラムを考察する。

H　 今求められる接続期カリキュラム

1　 幼児教育から見た接続期カリキュラム

小学校以降の教育とのつながりについて、平成

20年幼稚園教育要領解説(以下、幼稚園教育要領

解説)では、｢幼稚園においては、幼稚園教育が、

小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながる

ことに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通して、

創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培

うようにすること。｣13)とある。平成20年保育所

保育指針解説書(以下、保育所保育指針解説書)で

は｢保育所の保育が、小学校以降の生活や学習の

基盤の育成につながることに留意し、幼児期にふ

さわしい生活を通して、創造的な思考や主体的な

生活態度などの基礎を培うようにすること。｣14)

とあり、幼稚園教育要領解説と、ほぼ同様のこと

が述べられている。また、幼保連携型認定こども

圉教育・保育要領(以下、認定こども園要領)では

｢幼保連携型認定こども園においては、その教育

及び保育が、小学校以降の生活や学習の基盤の育

成につながることに配慮し、乳幼児期にふさわし

い生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態

度などの基礎を培うようにすること。｣15)と述べ

られている。以上の3点を比べると、どの内容も

同様のことが述べられており、幼稚園、保育所、

認定こども園での、小学校以降とのつながりの捉

えは同様のものであると言える。つまり、つなが

りを｢ 接続｣ と捉えるのであれば、幼児期におけ

る｢ 接続｣ は、幼児期の教育や保育が、小学校以

降の生活や学習の基盤の育成につながることに配

慮し、乳幼児期にふさわしい生活を通して、創造

的な思考や主体的な生活態度の基礎を養うことで

あると言える。

接続の具体的な例として、幼稚園教育要領解説
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では「幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続の

ため、幼児と児童の交流の機会を設けたり、小学

校の教師との意見交換や合同の研究の機会を設け

たりするなど、連携を図るようにすること。」16）

とある。保育所保育指針解説書では、「子どもの

生活や発達の連続性を踏まえ、保育の内容の工夫

を図るとともに、保育所の子どもと小学校の児童

との交流、職員同士の交流、情報共有や相互理解

など小学校との積極的な連携を図るように配慮す

ること。」17）とある。認定こども園要領では「園

児の発達や学びの連続性を確保する観点から、小

学校教育への円滑な接続に向けた教育及び保育の

内容の工夫を図るとともに、幼保連携型認定こど

も園の園児と小学校の児童の交流の機会を設けた

り、小学校の教師との意見交換や合同の研究の機

会を設けたりするなど、連携を通じ良質の向上を

図ること。」18）とある。これらのことについて、

無藤隆(2014)は「従来、子どもの交流や保育者・

教師の共同というあたりの連携に止まっていたも

のが、それに加えて、カリキュラムの接続を重視

することに進んでいます。そして、小学校を見通

した教育・保育の内容の工夫を求めています。そ

れは小学校に向けてであると同時に、教育・保育

の質を向上させていくためでもあります。」19）と

述べている。つまり、幼児教育から小学校教育へ

接続を図るためには、教員間の連携だけでなく、

小学校の教育を見通して、カリキュラムから接続

することを視野に入れ、保育内容の工夫を図るこ

とも重要であることが分かる。

横浜市(2012)の保育園のアプローチカリキュラ

ムの実践として、「ザリガニ釣りからはじまった

自然への興味・関心の広がり」20）かおる。実践の

内容を以下に要約した。

○活動のきっかけ

担任は、年長に進級した4 月に子どもだもの興

味かおることや、好きなことを知るために、子ど

も一人ひとりをじっくりと見ていた。その結果、

子どもたらは、春の自然や虫探し、桜の花びらを

取り入れた遊びをしていることが分かった。そこ

で、自然の中で遊びこみ、心に響く体験をし、自

ら感じることで、「知りたい」「遊びたい」など

の気持ちを膨らませることができるのではないか

と考え、ザリガニ釣りの活動を設定した。保育者

が遊びを通して、釣竿を作り、本物のえさを準備

する様子を見ることで、本当に捕まえられるのか

という期待を膨らませていった。

○ねらい

◆体験を通して、感じたことや気付いたことを

様々な形で表現することを楽しむ。

◆生き物に継続的に触れる中で「知りたい」とい

う気持ちを膨らませ、様々なことに気付いたり、

自ら調べたりする。

○活動内容

準備や提案は保育者が行うが、子どもたらが、

その過程を見る中で、「行きたい」と発言するま

では、ザリガニを釣りに行く計画を実行しなかっ

た。子どもだちから「行きたい」と伝えてきたと

きにはじめて、ザリガニを釣りに公園に出かけた。

ザリガニを釣りに行くのは1 回ではなく、つれな

かった経験や、今度は自分の釣竿を作っていきた

いという思いなどから、次の活動意欲につなげた。

子どもだらけ、自分たちで釣竿を作ったり、牛

乳パックでザリガニを作ったりして、ザリガニ釣

りの練習をするようになった。その際、保育者は、

子どもだもの「自分で作りたい」という思いや願

いを犬切にし、いつでも作れるような環境を設定

した。

そして、ザリガニ釣りの2回目に出かける。今

度は自分たちで作った釣竿を持って出かけた。ザ

リガニが釣れると、そのザリガニを飼ってみたい

という思いが生まれた。ザリガニを飼うにあたり、

保育者は、水槽の環境づくりを子どもたちに任せ

た。最初から自分たちで取り組むことで、自分だ

もの手で行えたとい う自信につなげるためであ

る。

ザリガニと継続的にかかわる中で、子どもたら

は、絵本や図鑑を使い、飼育の仕方を調べていっ

た。互いに調べたことや、分かったことを伝え合

うことで、飼育活動への興味関心をさらに高める

ようにした。ある日子どもたちはザリガニの脱皮

を発見する。ザリガニの脱皮に興味を持った子ど

もたらは、「脱皮をやってみたい」といった。ザ

リガニの脱皮をカラービニールなどで表現するこ

とで、ザリガニの歌やお話づくり、絵を描くなど
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の表現活動へと発展していった。

この活動は、子どもたちが興味を持っている遊

びから発展した活動であると言える。保育者が子

どもの興味関心に寄り添うことで、自然を使った

保育に決定し、子どもたちの期待感を膨らませな

がら、子どもの発言を取り上げて行っている。ま

た、ザリガニを釣ることで、ザリガニへの興味が

高まり、飼育の活動へと発展した。継続して飼育

をすることで「脱皮」に出会い、自分かちも脱皮

をしてみるという子どもらしい表現の活動へと変

わっていった。この実践を通しての支援のポイン

トや、結果を以下に要約した。

ポイントの1つ目は、子どものありのままの姿

を、良く見て、感じていくことで、興味関心を見

つけていくことである。活動の内容でもあるよう

に、保育者は、子ども一人ひとりの姿を見取り、

自然を使った遊びをしている子どもが多いことか

ら、この活動を設定した。保育者が子どもの心と

向き合うことで、共に生き生きとした活動を作り

上げることができるようになる。「やりたい」「遊

びたい」という子どもの活動意欲を大きく育んで

いくためには、活動のスタートが重要であると言

える。また、「育ちをつなぐ」という観点から、

4歳児の時の育ちを保育者同士で共有し、良いと

ころは伸ばし、課題には時間をかけて取り組むこ

とができるようにした。

ポイントめ2 つ目は、体験する楽しさから、興

味関心を膨らませ、意欲を大切にすることである。

子どもたち自身が体験することで、次の活動の意

欲につながると考えた。年長になったばかりの頃

は、自分たちの力だけで活動することが、難しい

揚合もある。その時は、保育者も一緒に遊びに参

加し、子どもだちと同じ目線に立って活動を積み

重ねた。

1 回目の活動を通して、自分たちで釣竿を作り

たい、えさを変えたり、練習をしたりすればいい、

などの思いが芽生え次の活動意欲になった。たっ

ぷりと遊びこむ時間を作ることで、子どもたらは

遊びにのめり込んでいった。自分かちの釣竿でザ

リガニが釣れた時には、友達が釣れた時でも、自

分のことのように喜び合う姿が見られた。

ポイントの3 つ目は、子どもたちの中の疑問を

学びの芽に繋げることである。子どもだもの中に

生まれた「知りたい」という気持ちは、遊びの中

で「調べよう」という姿につながる。沢山のこと

を発見し、友達と伝え合い、飼育活動を通して学

び合う姿が生まれた。保育者は子どもが調べたり、

継続的に観察したりできる環境を構成することが

重要である。保育者は、すべてのことを教えるの

ではなく、待つことも重要で、「知りたいとい」

とい う思いの力を改めて感じた。継続的に飼育活

動をして、深めることで、子どもだちなりの視点

を見つけ、ザリガニを身体表現で伝え合ったり、

歌を作ったり、ダンスをしたりなど、自由に表現

する姿が自然に生まれた。

ポイントの4つ目は、実体験による気付き、驚

き、喜びは子どもたちの心に響く活動であり、そ

の場面、その瞬間を犬切にし、子どもだちなりの

捉え方に共感することである。子どもたちは、「ザ

リガニは脱皮する」ということを調べて知ってい

た。ある日、本物の脱皮に出会った。その時は昼

食の時間だったが、その瞬間を大事にしたいと思

いしばらく観察を続けた。「脱皮をする時にうま

くいかずに死んでしまうこともある」ということ

を知っていた子どもが発言すると、他の子どもた

ちは、「うまくいって良かったね」と声をかけ、

「脱皮って難しいの？」と疑問が生まれた。この

ことから、ザリガニの衣装を作り、脱皮をしてみ

る活動が展開された。実際に脱いだり来たりして

いるうちに、ザリガニの手の形では脱ぎにくいこ

とや、きつい服を脱ぐのは難しいことなどが分か

ってきた。疑問や関心に取り組み、自分たちが、

実際に体験することで、自分たちのものにしてい

く姿が見られた。

この活動を通して、子どもたちは、体験する楽

しさから、興味関心の幅を広げて、学びの芽を育

てていったと言える。飼育活動を継続的に行う事

で、調べることや、友達と伝え合うことなど活動

に広がりが見られた。佐伯胖(2003)は｢ 子どもが

何かを知るということを見るまなざしの時に、そ

の子どもを見るというよりは、子どもが見ようと

している世界を共に見ることで、共感的に知を味

わうことが大事だと考えています。･‥(中略)･‥子
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どもが味わっている世界を一緒に味わう、本当だ

な、とか、いいことだなとか、あるい は不思議だ

なとか、その子 どもが見ようとす る世界を共に見

ながら知を味わうわけです。」21）と述べてい る。

つまり、この活動のように、子どもに教師が寄り

添い共感しながら活動を行 う事で、学びを得る瞬

間を見取ることができたため、ザリガニを釣ると

い う活動から、ザリガニを表現する活動まで発展

したと言える。

ザリガニの飼育活動を通して、子どもたちは、

調べることや分かったことを、友達と交流して伝

え合うことなどを学んでいる。また、学んだこと

の表現方法を様々な表現活動を通して身に付けて

いると言える。横浜市(2012)の別の実践事例であ

る「もうすぐ一年生」22）は、園児の就学への不安

感が膨らむ中、小学校と交流活動を行い、一緒に

遊ぶ活動である。この活動で大事にされているの

は、ザリガニの実践事例と同様に、子どもの目線

に立つことや、体験をすることである。学校探検

をする際に、子どもの目線に立ち、園にはない教

科の教室や施設への気付きに共感する。共感する

ことで、期待感をもたせ、小学校が楽しいと感じ

る思いを大切にし、安心して入学できるようにす

る。また異年齢の児童と一緒に歌を歌ったり、遊

んだりしてかかわることで、他学年の児童の存在

を身近に感じ、小学校への緊張がほぐれ、楽しさ

が増す。

これらのことから「アプローチカリキュラム」

では、子どもの興味関心に寄り添った保育者の支

援が必要であり、子どもの学びに共感することで、

その学びの芽を伸ばすことができ、活動が発展す

ることで、子どもたち同士の交流や、学びあい、

様々表現活動などが表れ、小学校以降の学びにつ

ながると言える。横浜市(2012)は「『アプローチ』

というのは、『/jヽ学校のための準備』、あるいは。

『小学校に対する適応指導』という意味で使って

いるのではありません。その時期の子どもの発達

に合わせ、十分に子どもの育ちを引き出していく

ことが、自然にﾉjヽ学校教育につながる力を育てて

いく、という意味での『アプローチ』です。」23）

と述べている。つまり、幼稚園でのアプローチカ

リキュラムは、小学校の教育に適応させるための

前段階ではなく、あくまでも、幼児期の子どもの

発達に即しか、保育を行いその中で、学びの芽を

育てていくことが重要であると言える。

2　 小学校教育から見た接続期カリキュラム

小学校の接続期カリキュラムである「スタート

カリキュラム」とは、「小学校へ入学した子供が、

幼稚園・保育所・認定こども園などの遊びや生活

を通した学びと育ちを基礎として、主体的に自己

を発揮し、新しい学校生活を作り出していくため

のカリキュラム」24）である。生活編には「大単元

から徐々に各教科に分化していくスタートカリキ

ュラムの編成なども効果的である。このように総

合的に学ぶ幼児教育の成果を小学校教育に生かす

ことが、小1プロブレムなどの問題を解決し、学

校生活への適応を進 めるこ とになるものと期待さ

れている。･‥（中略）･‥児童に『明日屯学校に来た

い 』とい う意欲をかき立て、幼児教育から小学校

教育へ の円滑な接続をもたらしてくれる」25）とあ

る。つまり、スタートカリキュラムの目的は、幼

児教育での学びを小学校教育へと円滑に接続し、

新入学の児童 が学校生活をおくる中で、主体的に

自己を発揮しその過程で、学校生活への適応を図

るものであると言える。 和田(2014) は 「スタート

カリキュラムでは、この教科のスタート学習でも、

子供の実態に合 わせた楽しい活動を工夫す ること

が求められる。なぜならば、小学校入学前の経験

が一人一人大きく異なるからである。」26）また「ス

タートカリキュラムは子供の実態に応じて適宜カ

リ キュラムを改善していく必要かおる。」27）と述

べ、子どもの実態を把握し、それに即しか活動の

工夫と、柔軟に計画を立てるこ との重要性を述べ

ている。以上のことから、スタートカリキュラム

は幼児期から小学校期 の学びをつなぐことや、学

校への適応が目的 とされてい る。　しかし 「適応指

導」を行 うのではなく、子どもの実態に即し か活

動計画をして、子 どもが主体的に自己を発揮し、

そ の活動を行 う中で自然 と適応が図られるよう構

成するものであると言える。

スタートカ リキュ ラムの実践 事例 とし て仙台

市（2010 ）の実践28）かおる。実践の内容 を以下に要

約した。
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○基本方針

入学前に生活環境・経験が異なる児童を、小学

校生活に適応させていくためには、具体的な活動

や体験を通して必要な技能や習慣を身にうけさせ

ることが大切である。そこで、「単元構成の工夫」

「学年合同わくわくタイムの設定」「指導内容」

の3 つの柱で、カリキュラムの作成に当たった。

スタートカリキュラムの期間は前年度の実態をも

とに、入学当初から5 月連休明けの5 週間とした。

「単元構成の工夫」では、直接体験を重視した

生活科を中心に週ごとに気付きの質が高まるよう

に構成した。「学年合同のわくわくタイムの設定」

では幼稚園や保育園で慣れ親しんだ歌や遊びの活

動を取り入れ「わくわくタイム」を設定した。毎

日1 校時目に多目的ホールに集合し、学年合同で

活動した。　1モジュール＝15 分と設定した。「指

導内容」は、保護者アンケート調査をもとに、身

に付いていない力を伸ばす指導内容にした。

○週のプランと実践

1週目～2週目：週のねらいとして、学校には

どんな「もの」や「場所」かおるのか気付くこと

ができるようにした。気付きの質が高まるように、

毎日2時間目を生活科の時間に設定し、教師を先

頭に学校探検を行った。探険した場所や分かった

ことを掲示物にしかことで、子どもたらは次時の

活動に意欲をもつことができた。毎朝、学年合同

で歌や遊びを行うことで、1日を笑顔でスタート

することができた。学級の枠を超えて活動するこ

とで、沢山の人とかかわり、他の学級の児童とも

仲良くなりたいという願いをもつようになった。

3週目：週のねらいは、学校にどんな「もの」があ

るかを気付くことができるようにする、見つ

けたものについて発表したり、絵や文で表現した

りできるようにする、と設定した。「わくわく夕

イム」と2 校時目以降の学習で「話を聞く」「仲

良く活動する」ことなどが無理なくできるように

なった。「もっと勉強がしたい」という声が聞か

れるようになったので、「わくわくタイム」の活

動は教科のつながりを意識したものにした。

4 週目：週のねらいは、学校で働く人が、この

ような思いや願いをもってどんな仕事をしている

のか気付くことができるようにする、と設定した。

学校探検での、人とのかかわりから出会わせたい人

を「校長先生」「給食の先生」「技師さん」と

し、仕事の内容は違っても、自分かちを支えてい

ることが分かるように、実際に仕事を見ることが

できるようにした。自分の考えを伝え合う活動を

多く取り入れることで、発表の仕方や楽しさを感

じ、伝え合いの活動を楽しむようになった。「わ

くわくタイム」で身に付いたことを掲示し、でき

るようになったことを実感し、自信を深めること

ができた。

5週目：週のねらいは、学校で働いている人と

の思いや願いを受けて、自分ができることを考え

る、とした。これまで学習してきたことを生かし

て、子どもだもの生活が広がるようなまとめをし

た。これまでの学習で自分かちを支えてくれる人

の存在を知り、それらの人達に「笑顔であいさつ

をしよう」などと考えることができた。

この活動では、子どちかちか入学前に親しんで

きた活動を取り入れて、1日をスタートさせるこ

とで、安心感をもたせるためのカリキュラムであ

ると言える。学習活動は、学校探検を中心に構成

され、探検を通して学校の施設や、働く人などに

関心を広げている。この活動の成果として、三塚

幸恵(2010)は、｢『学校探検』の活動にじっくり

浸ることができた。･‥(中略)･‥子どものつぶやき

を基に『学校探検』の単元の学習を進めた。子ど

もの思いを大切にしたことで、主体的に生活科の

学習に取り組んでいこうとする意欲が高まった。｣

29)と述べている。また、｢学びの必然性が生まれ

るような活動を設定することで、無理なく身に付

けさせたい力が身に付いた。｣30)と述べている。

三塚(2010)は課題として、｢カリキュラムの内容

をその都度、子どもの実態や伸びに合わせて更新

していく必要かおる。･‥(中略)･‥カリキュラムの

内容を実践していくことが犬切なのではなく、子

どもに身に付けさせたい力をつけることが大切な

ので、…（中略）…どんな力を付けさせていきたい

のか教師が明確にしておく必要がある。｣31)と述

べている。

以上より、この実践では学校探検から生活の輻

を広げることができたと言える。また、学年合同

の活動を毎日取り入れることで、友達の輪も広が

54



り入学したての子どもたちにとっ ては、仲間づく

りを行 う場面を設定できたと言える。　しかし、1

～2 週 目の学校探検では「お便りのしまい方」や

「出席番号順に並ぶ」「体育着に着替え」な どの

活動が見られる。このような活動を取り出して行

ってしまっては、生活科 としての学校探検ではな

く、適応指導となってしまうのではないだろ うか。

また、まっすぐ並ぶことを指導するた めに、ゲー

ムを取り入れ、まっすぐに並ぶことを指導す ると

ある。これは、ゲームを通して学んでいるともと

れるが、ゲームの時にまっすぐ並ぶこ とができて

も、実生活に即してなければ、本当に必要な時に

は行えないのではないだろうか。川崎市(2015)32)

の実践においても、平成26 年度 のスタートカリキ

ュラムの例として、第1 週 目に、生活科の 「がっ

こうだいすき」の中で 「靴箱、傘立て、トイレ、

水道の使い方」が設定されてい る。 また、 「帰り

の支度」も生活科の中で行 うなど、適応指導的な

側面が強い内容となっている。

先にも述べたようにスタートカリキュラムは、

「学校への適応を図る」ものである。無藤（2007）

は「幼児教育での成果を小学校に引き継ぎ、子ど

もが幼稚園で得たものを小学校の授業で発揮でき

るようにするた めの特別な時期とそこで の活動を

組んでみてはどうだろ うか。それが接続期とい う

仕組みである。」33）と述べてい る。つまり、スタ

ートカリキュ ラムは、 「幼児期からの学びの芽を

つなぐ」とい う重要な役割も持っており、スター

トカリキュラムを構成する上で、忘れてはい けな

い要素であると言える。

Ⅲ　 教科書調査1

調査概要

（1 ）調査目的

生活科を中核としたスタートカリキュラムを

行うにあたり、生活科の教科書では、スタートカ

リキュラムをどのように取り扱っているのか、調

査を行う。

(2) 調査対象

平成27 年度版生活科教科書及び平成23 年度版

生活科教科書のA 社～G 社の計7 社を調査対象と

する。対象とする教科書は、日本文教出版、啓林

館、学校図書、東京書籍、大日本図書、光村図書、

教育出版の7 社のものである。

平成27 年度版生活科教科書の7 社すべてで入

学直後の学校の生活や、学校探検を掲載した後に、

飼育栽培活動の掲載が行われている。したがって、

この調査におけるスタートカリキュラムの実態調

査の範囲は、飼育栽培活動に入るまでの単元とす

る。

2　 結果と考察

教科書を比較した結果を以下の表にまとめた。

表1　 平成27 年度版教科書と

平成23 年度版教科書の比較

平成27 年 平成23 年

A
社

．「いちねんせい

になったら」のペ
ージでスタートカ

リキュラムのため

のページと明言し
ている。

・生活の様子を掲

載 し た ペ ー ジ で

は、「ぬれたては

どうするの」「ら

んどせるはどこに

か た づ け る の か
な」など、掲載し

ている。

・授業の風景では。

「はなしをしてい

るひとをみてるん
だね」「てはまっ

す ぐ あ げ る ん だ

ね」など、授業中

のルールについて
述べられている。

･片付けなどに関する

掲載はない。

・最初のページで、幼

稚園での様子が「たの

しかっかね」と掲載さ

れている。

・友達と遊ぶ様子や遊

び の種類などが掲載
されている。

B 社 ・学校での1 日の

様子の中に、チェ

ックリストを設け

てい る。　「あい さ

つ」「へんじ」「じ

ゆんび」の項目に
チェックを付ける

よ うに な っ て い

る。
・挿絵により、整

理整頓の様子など

が描かれている。

・チェックリストは、

学校で行うものでは

なく、前の晩の準備か

ら、学校に行くまでの

様子がチェックリストに

なっている。

・「ともだちをいっぱ

いつくろう」では、名

刺の書き方今、自分を

紹介することなどが

紹介されている。

C 社 ・学 校に来 て から ・片付けや、準備など
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は上靴に履き替え
ることや、ランド
セルを決まった場
所にしまうことを
掲載している。
・授業の準備など
について「うわば
き にはき かえる
よ」「にもつはき
まったばしょにい
れるよ」などと掲
載している。

に関する特別な記載

はなく、写真のみ掲載
されている。

D 社 ・「すたあとぶっ
く」としてページ
を構成している。
・「すたあとぶっ
く」の内容は、保
護者向けの内容か
らはじまり、学校
生活について、整
理整頓の仕方、挨
拶、トイレなどに
ついて掲載されて
いる。

･学校の様子は写真で

掲載されているのみ

である。

E 社 ・整理整頓などに
関する掲載は写真
のみである。
。「ともだちたく
さんつくろう」で
は、雨の日の遊び
方に 関する掲載
や、じやんけんや
手遊びなどの遊び
の種類を掲載して
いる。

･整理整頓に関する掲
載はない。

F 社 ・学校生活に関す

る靴箱や、整理整
頓、トイレに関す

る掲載はない。

･整理整頓などの生活

に関する写真や挿絵

などは、下駄箱の写真があ

るのみである。
G 社 ・「できるかな」

という欄に傘立て
や、水道、トイレ

の写真を掲載して
いる。写真は、教
師を中心に子どち
かちか使い方の指
導を受けているも

のである。

・傘立て、水道、トイ

レ の写真 を 掲載 し て

いるが、「できるかな」

と項 目を 分 けて 掲載

してい ない。

分析結果より、A 社とD 社はスタートカリキュ

ラムと明言したページを平成27 年度版教科書に

新たに増やした。これは、スタートカリキュラム

が重視されているためであると考えられる。　しか

し、内容を見てみると、整理整頓や、トイレの利

用などについての内容であり、適応指導的な側面

が強いものであると言える。B 社、C社、G 社は、

スタートカリキュラムであると明言こそしていな

いものの、平成23 年度版教科書では掲載されてい

なかった、物のしまい方の吹き出しや、チェック

リストを設けるなど、学校生活に適応するための

掲載が増えたと言える。

一方、E 社とF 社は、平成23 年度版と同様に、

整理整頓に関する掲載は増えておらず、遊びや、

友達とのかかわりなどが中心に掲載されていた。

これは、入学期を意識していないということでは

なく、入学初期だからこそ、友達とのかかわりや、

遊びなどを犬切にしているということの表れでは

ないだろうか。

3　 まとめ

各社の平成27 年度版生活科教科書と平成23 年

度版生活科教科書を比較した結果、多くは、学校

生活への適応に関しか内容が増えていることが分

かった。平成23 年度版では、遊びや友達とのかか

わりを中心に掲載していた教科書でも、学校の様

子を多く掲載する傾向にあった。つまり、各社ス

タートカリキュラムを意識した内容構成をしてい

ると言える。

スタートカリキュラムが各社で意識されてい

るということは、それだけ入学当初が重視されて

いるということである。　しかしながら、生活科で

扱われているにもかかわらず、生活習慣を身に付

けさせる活動を切り出して掲載しているため、ス

タートカリキュラムではなく「適応指導」になっ

てしまっていると言える。

また、幼児期の学びを繋ぐといった面では、そ

のような様子はほとんど掲載されておらず、遊び

に関して、「あそんだことあるね」などの掲載に

留まっている。平成23年度版A社では、幼児期の

様子を想起した後に、小学校の生活の様子へ入る

構成になっていたが、平成27 年度版でそのような

構成は見られなかった。

IV　まとめと今後の課題
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これまで、アプローチカリキュラムとスタート

カリキュラムの実践事例をもとに、それぞれの側

から見た接続期カリキュラムを分析してきた。 幼

児期と小学校期の接続期カリキュラムの目的は違

うものであるが、学びの一貫性・連続性は総じて

重要なものであり、それぞれの接続期カリキュラ

ムを構成する上で、外してはいけない概念だと言

える。では、 どのような接続期カリキュラムが望

ましい のだろ うか。無藤(2007) は｢ 具体的にどの

ように低学年の教科教育で幼児教育の成果を受け

止め生かしていく のかめ検討 が今後に必 要であ

る。｣34) と述べてい る。つまり、幼児教育で親し

んだ手遊びや歌だけを取り入れるのではなく、幼

児期に得た学びを接続することこそが必要である

と言える。幼児教育には、小学校教育を意識した、

学びの芽を育てるこ とが重要である。ﾉjヽ学校では、

幼児期に行った｢ 遊び｣ から得た、興味・関心か

おることを追究することや、その活動に十分に浸

るこ と、友達とのかかわり方など、幼児期に得 る

様々な学びの芽を摘むことなく、伸ばすことが重

要である。

幼児教育では、日々の遊びが丸ごと学びに繋が

っている。そのため、日常生活や保育活動の中で

アプローチカリキュラムを進めることができる。

実践事例から分かるように、保育者は子どもの興

味・関心に即しか支援を行い子どもの学びに共感

して、学びの芽を伸ばしている。これは生活科で

も言えることであり、生活科の目標である｢具体

的な活動や体験を通して…(中略)･‥自立への基礎

を養う｣35)ということを考えれば、本稿で取り上

げたスタートカリキュラムの実践事例のように、

適応指導的で教師主導になってはいけない。だか

らこそ、小学校では幼児期の発達特性をふまえ、

活動中心、遊び中心の教科である生活科が、スタ

ートカリキュラムの中心的な役割を果たすと言え

る。後藤(2014)は｢生活科では、このような課題

遊びだけでなく、自由な遊びも学習として認可し

たのである。･‥(中略)…幼稚園の子どもは遊びな

がら、体を動かし、自らの興味従って行動を行い、

追求している。子どもの心身の発達を考えるとき、

幼保小の連携は不可欠である。｣36)と生活科を中

心とした幼保小 の連携の重要性について述べてい

る。

これらのことから、接続期カリキュラムは、幼

児期の遊びから得た学びを小学校で適切に接続し、

学びの一貫性・連続性を念頭に置いたカリキュラ

ムを構成する必要かおる。また、スタートカリキ

ュラムは、幼児期で得た学びはどのようなもので

あるかを理解し、学校への適応指導を行うのでは

なく、活動をしていくうえで、幼児期に得た力を

子どもが主体的に発揮しながら、自信をもち「活

動を通して」学校に慣れていくようなカリキュラ

ムを構成することが必要であると言える。

生活科の教科書でも、学校への適応に関する掲

載が増えていることから、生活科を中核としたス

タートカリキュラムが、「適応指導」になってし

まう可能性かおる。また、文部科学省が2015 年1

月に発行した「スタートカリキュラムスタートブ

ック」で「幼児期からの学びと育ちを生かす活動

や環境を意図的に設定することで、子どもは自信

や意欲をもって活動し、自己発揮できるようにな

ります。」37）と述べられているにも関わらず、ス

タートカリキュラムには、幼児期の学びを繋ぐと

いう面が弱いと言える。

以上より、今度の課題として、適応指導ではな

いスタートカリキュラムを考えたい。学校に適応

するための指導が不必要なわけではない。学校に

適応するための指導を取り出して行ってしまって

いることに問題がある。そのため、生活科を中核

にして行うにあたり、現状として、取り出して行

われてしまうことの多い「学校に適応するための

指導」を、どのように活動を通して行うのかを念

頭に置き、更に幼児期の学びとは何であるかを考

察し、幼児期と小学校期を繋ぐためのカリキュラ

ムを考えたい。
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